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「オーバーツーリズム（観光過剰）」？ 
都市観光の予測を超える成長に対する
認識と対応
要旨

国連世界観光機関(UNWTO)は、国連の専門機関で
あり、誰もが参加できる持続可能な責任ある観光の
促進に重要かつ中心的な役割を担う国際機関です。
観光政策における国際的な課題や実践的な観光知識
に関する交流の場としての役割を果たしています。
UNWTOは158か国、6地域、2常任オブザーバーお
よび500を超える賛助加盟員で構成されています。

訪問客と住民双方に等しく利益になるように都市に
おける観光流入に対応することは、観光部門にとっ
ての基本的な課題です。住民の観光に対する態度を
理解し、成功する持続可能な観光戦略の開発を実現
することが不可欠です。 

本報告書は、ヨーロッパ8都市（アムステルダム、バ
ルセロナ、ベルリン、コペンハーゲン、リスボン、ミュ
ンヘン、ザルツブルク、タリン）における観光に対す
る住民の意識を分析し、都市のデスティネーション
における訪問客の増大についての理解と対応を助け
るための11の戦略と68の対策を提案しています。

 
本報告書で行った政策提言を実践すれば、ニューアー
バンアジェンダと持続可能な開発目標に貢献できる、
包摂的かつ持続可能な都市観光を推進することがで
きます。
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序文
近年、「オーバーツーリズム」や「観光客嫌悪症」といった
言葉が大きく取り上げられてきました。これらは増大する
都市の目的地（デスティネーション）への観光客流入と、観
光による都市とその住民に対する影響への対応という課題
を反映したものです。

現在世界の半分を超える人口が都市部に住んでおり、推計
では2050年までにこの比率は70％に達します。それに加
えて都市への観光客数の増大は、自然資源の利用増や社会
文化的影響をもたらし、インフラ、交通機関などの設備に
とって負担増となります。

訪問客と住民双方に等しく利益になるよう観光に適切に
対応することは、観光部門にとって基本的な課題です。
UNWTOは「オーバーツーリズム」などの流行語が現われ
るはるか以前から、観光におけるキャリング・キャパシティ
を「物理的、経済的、社会文化的環境を破壊することなく、
また、訪問者が許容できないほど満足度を低下させること
なく、1か所のデスティネーションを同時に訪れることが
できる最大人数」と定義してきました。

観光は、訪問客と現地のコミュニティの両方を考慮しつつ
開発、管理されて初めて持続可能なものとなるでしょう。
それは地域社会の関与、混雑の管理、季節性の低減、収容
力の限界と各デスティネーションの特性を考慮した入念な
計画立案、商品の多様化によって達成することが可能とな
ります。

本報告書では、ヨーロッパ諸都市における住民の観光への
意識を詳しく調査し、都市部における観光客流入の分散を
管理・促進するための68の対策を提案しています。

現在、都市観光が直面する課題への対処は、一般に認識さ
れているよりはるかに複雑な作業です。都市観光にとって
の持続可能なロードマップを定め、より広範な都市計画に
観光セクターを位置づけるという喫緊の課題があります。

観光は、世界中で絶え間なく成長を続け、社会経済的発展、
雇用、インフラ開発、輸出収入につながっている数少ない
経済部門です。

したがって、都市観光が世界的な課題（アジェンダ）におけ
る諸都市の役割に沿うよう万全を期すことが非常に重要で
す。すべての人々が国連のニューアーバンアジェンダと17
の持続可能な開発目標、すなわち目標11「都市と人間の居
住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする」を優先しな
ければなりません。

国連世界観光機関（UNWTO）
事務局長

ズラブ・ポロリカシュヴィリ
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要旨 
国連世界観光機関 (UNWTO)

過去数十年間で都市部は急速に変容し、その人口は著しく成
長した。国際連合によれば1990年には世界の人口の43％が
都市部に住んでいたが、2015年にこの割合は54％に成長し、
2030年までには60％に達すると予想されている1。

この急速な都市化と平行して、経済開発、移動費用の低廉化、
旅行手続の円滑化、先進国・地域と新興国・地域の経済にお
ける中間層の成長に導かれた観光セクターの成長により、ビ
ジネスとレジャーを目的とする旅行客にとって都市はます
ます人気のデスティネーションになった。過去数十年の国際
観光客の変化は、1950年に2,500万人だった国際到着数が
2017年には13億人を超えるまでになった。UNWTOの予測
では、観光部門は2030年まで年3.3％の成長を続け、18億
人の観光客が国境を越えることになるとしている。

今日、国内観光と国際観光の両方が生み出す収入は、多くの都
市とその周辺の社会経済的、文化的発展に大きく貢献してい
る。しかし、都市観光の成長はまた、持続可能な成長を確保し、
天然資源の利用、社会的・文化的影響、そしてインフラ、移動
性、混雑への対応という点で、観光の発展が惹起する可能性の
ある悪影響を最小限にする取組を徹底しなければならないと
いう重要な課題も生み出している。近年のこうした課題は、都
市のシェアリングエコノミーによる観光サービスとしての観光
用宿泊施設の供給増大と切り離せないものになっている。

その結果が、過度な混雑、騒音、その他観光客にまつわる煩
わしさといった問題を認識したことによる、地域住民の間で
台頭する訪問客に対する否定的意見や、一部の都市における

抗議の声の発生、メディアにおける「オーバーツーリズム」や
「観光客嫌悪症」といった言葉の広まりである。都市における
訪問客への対応、特に住民と訪問客との関係から生じる課題
の理解を深めるため、本報告書には、提言に加え、ヨーロッパ
の8つの都市、アムステルダム、バルセロナ、ベルリン、コペ
ンハーゲン、リスボン、ミュンヘン、ザルツブルク、タリンに
おける観光に対する住民の意識分析を掲載した。

「オーバーツーリズム」について語るときに
意味するもの

2016年に、スキフト（Skift）社が「オーバーツーリズム」とい
う言葉を作ったと言われている（後に同社が商標化）2。それ
以降「オーバーツーリズム」にはいくつかの定義が登場した。
本プロジェクトで協働している大学によれば、「オーバーツー
リズム」は「デスティネーション全体又はその一部に対し、明
らかに市民の生活の質又は訪問客の体験の質に悪い形で過
度に及ぼされる観光の影響」と定義できると言う。レスポン
シブル・ツーリズム・パートナーシップという団体は、オー
バーツーリズムを「サービス事業者、顧客、地域住民、訪問客
を含む全ての人たちが、訪問客が多過ぎて、その地域での生
活の質又は体験の質が受け入れられないほど悪化していると
感じるデスティネーション。それは観光を通じてその場所を
より住んでよし、訪れてよしとするための「責任ある観光」と
相反するものであり、訪問客と観光客の双方が同時にこの悪
化を経験する現象」3としている。
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本質的に、これは適切な管理の欠如と無秩序な開発に尽き
ることである。観光客の増加に伴い、観光は訪問客と地域
のコミュニティ双方にとって持続可能な形で開発と管理が
行わなければなければならない。「オーバーツーリズム」と
呼ばれているものに関して言えば、そこに解決の鍵がある。

観光は地域社会とその構成員にとって観光という利点を共
有する機会でもあり、そのため観光部門と地域社会との関
係を強化する必要がある。この点は地域社会の関与、混雑
の管理、季節性の低減、収容力の限界とデスティネーション
の特性を考慮した入念な計画立案、また商品の多様化を通
じて達成できる。従って、UNWTOが「物理的、経済的、社
会文化的環境を破壊することなく、また、訪問客の満足度
を許容できないほど低下させることなく、1ヶ所のデスティ
ネーションを同時に訪れることができる最大人数」4と定義
するデスティネーションの観光収容力は、観光を開発する
側にとってもこれに対応する側にとっても、同様に重要な
課題である5。

さらに、観光による混雑、収容力、「許容できる変化の限度」
のモニタリングとこれに対する対応の仕組みを定義し、設
定する際には、量的指標を質的指標と共に検討し、観光の
影響について包括的視野を持つことが不可欠である。

俗説の否定

この議論を行うためには観光による混雑にまつわる4つの
俗説を否定しておくことが重要である。

1．�観光による混雑は訪問客の数だけでなく、それに対応で
きるキャパシティが関係する。多数の訪問客に対処でき
る都市がある一方、はるかに少ない訪問客に苦労する都
市がある。観光による混雑の原因について理解を深める
ため、「オーバーツーリズム」につながる3つの主要因を
明確に詳述しておくことは有用である6。

　Ⅰ．�訪問客が増え過ぎ、恐らく季節によって更に悪化し
ている：この場合、迷惑に感じられるのは訪問客の
絶対数である。これはその都市の側の過密感かもし
れないし、あるいはその都市にもはや住民が訪問客
を避けられる快適な空間がないという印象かもしれ
ない。

　Ⅱ．�訪問客による悪影響が大き過ぎる：この場合、訪問
客の影響が悪い方に捉えられている。これは観光名
所の近くに停車するツアーバスによって道路が渋滞
する場合や、大勢の観光客の団体が大通りを不注意

でふさいでしまうため通りが混雑する場合などがあ
る。それはまた、騒音公害、乱暴な振る舞い、その他
訪問客が引き起こしていると考えられる喧噪といっ
た問題を伴う（地元の人々による喧噪の場合を含
む）。

　Ⅲ．�訪問客による経済的、物理的影響が大き過ぎる：訪
問客向けのサービスの物理的影響も不安を引き起こ
すことがある。例えば、ホテル、観光客向けの施設や
小売店の過度な急増などがある。

2．�観光による混雑は一般に、市全域の問題というより局所
的なものである。観光による負担は大部分がその都市の
人気エリアや主な観光名所に関係している。にもかか
わらず訪問先として人気の都市の大半にでさえ、観光客
が少ないか全くいないエリアを見つけることが可能で
ある。こうしたエリアは主な観光名所や中心部の近く
で見つかることもある。したがって、解決策を探す際に
は、観光による混雑が問題となっているケースについて
個々の性質と場所を詳細に調査することが特に重要で
ある。

3．�観光による混雑は観光に限った問題ではない。観光によ
る混雑は、都市の資源とインフラの全体又は一部が過
度に負荷を受けているときに認知できる。しかし、観光
客やその他の訪問客だけがこれらのサービスとインフ
ラを利用しているわけではない。住民や通勤者もまた、
一時的にその都市を訪れている人々と空間とサービス
の利用を競い合っている。さらに、シェアリングエコノ
ミーによる観光サービスを通じた短期の賃借の拡大な
ど、観光による混雑と関連付けられがちな問題は、観光
部門だけではなく、不動産市場にも関係している。観光
による混雑への対応は、一般に考えられているよりもは
るかに複雑な問題であり、そのため都市全体の展望にお
いて包括的に扱う必要がある。

4．�技術的解決策あるいはスマートソリューションは重要
だが、それだけでは観光による混雑の問題は解消されな
いだろう。スマート技術は混雑の管理に取組むための最
も効率的な解決策だと考えられている。しかしこうした
ツールに計り知れない潜在的利点があるとしても、それ
だけでは十分ではない。都市観光が直面する課題への対
処には複数の利害関係者の間での強力な連携が求めら
れ、特に利害関係者同士が相反する利害を抱えている場
合は、長期的な取り組みとなる。
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主な結論

− �急速な都市化と都市部における昨今の観光の成長が、都
市観光に対する著しい需要の増大につながっている。

− �移動性の向上、中間層の成長、より手頃な価格の交通機
関と宿泊の選択肢といった世界の観光の動向は、引き続
き都市観光の需要増大を促すだろう。

− �適切に管理された観光は、ニューアーバンアジェンダと
17の持続可能な開発目標、すなわち、目標11「都市と人
間の居住地を包摂的、安全、レジリエント（強靱）かつ持
続可能にする」の推進に貢献できる。

− �「オーバーツーリズム」は観光による混雑への対応と観光
収容力という既存の概念を表す新しい言葉である。

− �観光による混雑、収容力、「許容できる変化の限度」のモ
ニタリングと対策の仕組みを定義し、設定する際には、
量的指標を質的指標と共に検討し、デスティネーション
とその住民に対する観光の影響について包括的視野を確
保することが不可欠である。

− �都市における観光開発への対応は、より大きな範囲の都
市計画の一部として位置づける必要がある。観光政策立
案者とDMO(デスティネーション・マネージメント・
オーガニゼーション）の活動範囲は限定的であり、これ
らだけでは観光による混雑と都市に与える観光の影響と
いう課題に応えることができない。

− �都市のデスティネーションにおける観光による混雑は、
様々なレベルの観光行政および非観光行政、民間部門、
地域のコミュニティ、そして観光客自身が緊密に協力し
合って初めて対応が可能である。

− �今日都市が直面する経済、社会、環境上の問題は複雑で
あり、利害関係者が自らの現状の慣行を再考し、革新的
な解決策を探すことが求められている。

− �対策は観光客の数と観光客の行動を変えることのみを焦
点とすることはできず、現地の利害関係者にも焦点を当
てるべきである。観光のプラスの側面を住民が認識し、
理解できる状態を確実に維持するため、住民の懸念と不
満を理解し、それを観光振興計画の中に含めることが必
要である。

− �住民の観光に対する態度を理解したうえで、地域のコ
ミュニティに関与してもらうことが最も重要である。本
報告書のためにヨーロッパ8都市（アムステルダム、バル
セロナ、ベルリン、コペンハーゲン、リスボン、ミュンヘ
ン、ザルツブルク、タリン）の住民を対象に実施された調
査によると、大半の住民は「訪問客数の成長を制限すべ
きではない」と考えており、観光の開発とマーケティン
グを止めるべきだと考えている住民はごく少数である。

− �また、この調査から、住民が認識した観光による最も良
いと思われるプラスの影響とは、国際的な雰囲気の高ま
り（都市における多文化環境）、イベントの増加、イメー
ジの向上、都市の歴史的地区の保護、伝統的建築の再生
であることが分かっている。その一方で、最もマイナス
の影響として、住宅価格の上昇、タクシー料金の上昇、店
舗での価格の上昇、レストランとカフェの値段の上昇、
公共交通機関の料金の上昇が挙げられている。

− �本報告書では、都市における訪問客の増加について理解
と対応を助ける11の戦略と68の対策を明らかにしてい
る。それでも対策の有効性は個々の状況に大きく左右さ
れる。万能の解決策というものは存在しない。都市の中
ですら近隣同士で対応策が異なる場合がある。

− �提案した戦略の内、本調査の対象となった住民は、以下
の対策に好意的な傾向がある。
　・都市のインフラと設備を改善する。
　・�現地の住民および現地の企業とコミュニケーションを
図り、観光の計画立案に関与してもらう。

　・�都市での振る舞い方に関して訪問客ともっとコミュニ
ケーションを図る。

　・1年の間で訪問客を分散させる。
　・�住民と訪問客が会い、融和できるような都市体験を考
案する。

− �どういった戦略が各デスティネーションにうまく適用
できるかを判断するには、包括的な評価と計画が不可欠
である。現在観光による混雑の問題を抱えていないデス
ティネーションは、訪問客数の増加による潜在的影響を
認識し、それに従って計画を立案する必要がある。

− �都市観光は都市の社会経済的発展とその住民の幸福に重
要な貢献をするものであり、住民、投資家、訪問客のすべ
てにとってより良い都市の創造に寄与するはずである。
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戦略 対策

戦略1　
都市内外での
訪問客の
分散を促進する

− � 都市とその周辺の訪問客が少ない場所で開催するイベントを増やす
− � 都市とその周辺の訪問客が少ない場所で訪問客向けの名所と施設を開発し、PRする
− � 名所の収容力とそこで費やす時間を増やす
− � 都市とその周辺の共通のアイデンティティを創出する
− � 地域の交通手段に自由に乗り降りできるトラベルカードを導入する
− � 都市全体をインナーシティに指定し、訪問客が少ない場所への訪問を活性化させる

戦略2　
時間による
訪問客の
分散を促進する

− � オフシーズン中の観光体験をPRする
− � 変動価格制を促進する
− � オフシーズン中のイベントを活性化させる
− � リアルタイムでモニタリングし、人気の名所やイベントに時間制限を設ける
− � 新しい技術（アプリ等）を利用して、時間の観点で観光客の分散化を促進する

戦略3　
訪問客の新たな
旅行ルートと
名所を
活性化させる

− � 観光案内所を含め、都市の玄関口でも訪問客が訪れる各所でも新たな旅行ルートをPRする
− � 新たな旅行ルートと名所の中で、複数の場所が連携して割引を行う
− � 都市の隠れた観光資源に光を当てるガイドブックや書籍を刊行する
− � ニッチな訪問客向けの動的な体験の場とルートを創出する
− � 都市の訪問客が少ない場所を通るガイドツアーの開発を促進する
− � 著名な史跡や名所のバーチャルリアリティアプリケーションを開発し、現地の訪問を補完する

戦略4　
規制を再検討し、
調整する

− � 観光名所の営業時間を再検討する
− � 人気の名所を多人数の団体が訪れる際の規制を再検討する
− � 都市の繁華街における交通規制を再検討する
− � 訪問客が都市の周縁の駐車場を利用するよう徹底する
− � 適切な場所に長距離バス専用の降車ゾーンを設ける
− � 歩行者専用ゾーンを設ける
− � シェアリングエコノミーによる観光サービスに対する規制と課税を再検討する
− � ホテルその他の宿泊施設に対する規制と課税を再検討する
− � 都市、重要エリア、名所などの収容力を明確化する
− � 旅行会社の許認可制度を検討し、すべての旅行会社のモニタリング等を行う
− � 観光客が関わる活動に関して都市の一定エリアへの立入りに対する規制を再検討する

戦略5　
訪問客のセグメン
テーションを
強化する

− � 具体的な都市の状況と目的に応じて影響の低い訪問客セグメントを特定し、ターゲットとする
− � リピーターをターゲットにする
− � 特定の訪問客セグメントによる都市への訪問を抑止する

戦略6　
確実に地域の
コミュニティが
観光から利益を
得られるようにする

− � �観光分野における雇用水準を引き上げ、働きがいのある人間らしい仕事（デーセントワーク）へ
の雇用の創出に取り組む

− � �観光のプラスの影響をPRし、地域のコミュニティに観光セクターについての意識と知識をも
たらす

− � �新たな観光商品の開発に地域のコミュニティを関与させる
− � �地域のコミュニティの需要と供給の潜在力を分析し、観光のバリューチェーン（価値連鎖）への
組込みを促進する

− � 住民と訪問客を考慮に入れてインフラとサービスの質を向上させる
− � 観光を通じて貧困地区の開発を活性化させる
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戦略 対策

戦略7　
住民と訪問客
双方の利益になる
都市体験を
創出する

− � 住民のニーズと要望に沿って都市の開発を進め、訪問客を一時的住民と捉える
− � 住民と訪問客の参加を促進する観光体験と商品の開発を進める
− � 現地の祭りや活動に訪問客向けの施設を組込む
− � 都市の観光大使の職を設けPRする
− � �ストリートアートなどの芸術文化構想を促進し、都市に対する新鮮な視点をもたらして新しい
エリアへの訪問を拡大する

− � 観光名所の営業時間を延長する

戦略8　
都市の
インフラと
設備を改善する

− � バランスの取れた持続可能な交通管理に向けた全市的な計画を作成する
− � 主要ルートが大量の観光活動に対応し、ピーク時間帯には補助ルートを利用できるよう徹底する
− � 都市の文化的インフラを改善する
− � 案内標識、翻訳資料、掲示を改善する
− � 公共交通機関を訪問客に適応したものにする
− � ピーク時間帯に訪問客専用の交通機関を設ける
− � 適切な公共施設を用意する
− � 安全なサイクリングルートを設け、レンタサイクルの利用を促進する
− � 特定の安全で魅力あるウォーキングルートを設定する
− � 誰もが参加できる観光の原則に沿って、ルートが体に障害のある人や高齢者に対応するよう徹底する
− � 文化遺産と名所の質を守る
− � 観光用施設のピーク時間帯に清掃の体制が整うよう徹底する

戦略9　
地域の
利害関係者と
意思の疎通を図り、
関与してもらう

− � 観光に関する管理団体（すべての利害関係者を含む）の設立と定期的な会合の開催を実現する
− � 提携先等向けの事業用開発プログラムを企画する
− � 住民向けに地域における協議の場を設ける
− � 住民その他地域の利害関係者を対象に定期的に調査を実施する
− � �地域の住民がソーシャルメディアで自分の街に関する興味深いコンテンツを発信することを奨
励する

− � 住民たち自身の行動に関して、住民と話し合える機会を設ける
− � ばらばらになっているコミュニティを1つにまとめる

戦略10　
訪問客と意思の
疎通を図り、
関与してもらう

− � 訪問客の間に観光の影響についての意識を醸成する
− � 現地の価値、伝統、規制について訪問客を啓発する
− � 交通規制、駐車場、料金、シャトルバスサービスなどについて適切な情報を提供する

戦略11　
モニタリングと
対策の手段を
定める

− � �季節による需要、到着数、消費支出の変動、観光名所の訪問パターン、訪問客のセグメントなど
主な指標をモニタリングする

− � ビッグデータと新技術の利用を進め、観光の実績と影響のモニタリングと評価を行う
− � ピーク時間帯と緊急時向けの危機対応計画を作成する
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政策の提言

本報告書で提案する戦略の実行は、都市観光の成長への対
策に役立ち得るが、都市観光の長期的な持続可能性は、以
下のような重要な政策措置の実施にかかっている。

1．�都市観光政策が、都市の世界的戦略、国連のニューアー
バンアジェンダと17の持続可能な開発目標、すなわち
目標11「都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエ
ント（強靱）かつ持続可能にする」、そしてUNWTO世
界観光倫理憲章の原則と合致するよう万全を期す。

2．�その都市並びに特定のエリアと名所の収容力の明確化
など、持続可能な都市観光のための戦略的長期計画を定
める。これは特に訪問客の分散、訪問客のセグメンテー
ション、新たな旅行ルートと名所のより効果的な開発を
目指す戦略を実行する際に有用である。

3．�該当するすべての利害関係者が関わる参加プロセスを
通じ、観光が都市へ与える許容できる影響度を判断す
る。これにより、地域のコミュニティが利益を得、訪問
客と住民の共通の都市体験を作ることが容易になり、住
民とのコミュニケーションに役立つ。

4．�全レベルの行政当局（観光および他の関係する行政当
局）、民間部門、地域のコミュニティを関与させる統治
モデルを設定する。特に都市のインフラの改善には他の
部局との協力が求められるが、事実上すべての戦略に
とって、観光という分野をも超えた複数レベルでの行政
当局間のさらなる協力が大いに有益である。

5．�関係するすべての利害関係者間の意思疎通及び連携を
強化する仕組み作りを促進する。デスティネーションの
管理方針と対策は個々の利害関係者が取り組むよりも、
全ての利害関係者が共に取り組んでいくほうが、はるか
に効果的であろう。

6．�地域のコミュニティが観光部門に参加するよう促進し、
観光が富の創出とディーセントな雇用につながること
を保証して、地域のコミュニティを観光バリューチェー
ンにしっかりと組み込む。最初から地域のコミュニティ
を組み込めば、最初から確実にコミュニティが観光から
利益を得られ、地域の利害関係者を1つにまとめるのに
役立つ。

7．�地域のコミュニティの観光に対する認識を定期的にモ
ニタリングし、住民に観光部門の価値をPRする。これ
により地域のコミュニティの懸念を早い段階で突き止
め、認識された問題に対処するための対応戦略を共同で
策定することが可能となる。

8．�収容力、移動性、自然資源と文化資源の管理、住民の観
光に対する態度といった重要事項についてモニタリン
グし、エビデンスに基づく意思決定と計画立案を行うこ
とを促進する。

9．�技術、イノベーション、提携に投資してスマートシティ
を促進し、技術を最大限活用して持続可能性、アクセス
の容易さ、イノベーションに対応する。

10．�都市における時間と場所に関する需要の分散を可能に
する革新的な商品と体験を促進し、長期的なビジョンと
戦略に従って適切な訪問客セグメントを引きつける。

11．�戦略的な展望とシナリオの設計などの手法により、将
来の計画を立案する。流動的で移ろいやすく、不確か
で複雑な今日のグローバルな開発には、過去の利用（の
み）ではなく、変化の推進力と主な不確定要素を特定
し、妥当と思われるシナリオを作成するという取り組
み方が求められる。

12．�訪問客を一時的な住民と捉え、観光政策が確実に訪問
客と住民の関与を促進するよう図り、全ての人々に
とっての都市を構築する。
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認識と対応
要旨

国連世界観光機関(UNWTO)は、国連の専門機関で
あり、誰もが参加できる持続可能な責任ある観光の
促進に重要かつ中心的な役割を担う国際機関です。
観光政策における国際的な課題や実践的な観光知識
に関する交流の場としての役割を果たしています。
UNWTOは158か国、6地域、2常任オブザーバーお
よび500を超える賛助加盟員で構成されています。

訪問客と住民双方に等しく利益になるように都市に
おける観光流入に対応することは、観光部門にとっ
ての基本的な課題です。住民の観光に対する態度を
理解し、成功する持続可能な観光戦略の開発を実現
することが不可欠です。 

本報告書は、ヨーロッパ8都市（アムステルダム、バ
ルセロナ、ベルリン、コペンハーゲン、リスボン、ミュ
ンヘン、ザルツブルク、タリン）における観光に対す
る住民の意識を分析し、都市のデスティネーション
における訪問客の増大についての理解と対応を助け
るための11の戦略と68の対策を提案しています。

 
本報告書で行った政策提言を実践すれば、ニューアー
バンアジェンダと持続可能な開発目標に貢献できる、
包摂的かつ持続可能な都市観光を推進することがで
きます。


